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る泣きの状態 (crying state )が生起する時間がどのように変化するかについて実.験的な研究を行った。












る影響を明らかにしようとした。 127 日間の長期保育器内治療を受けた未熟児 1 名と， 4 2 日間の比較的
短かい期間，保育器内で治療(短期保育器内治療)を受けた未熟児 1 名，保育器内での治療経験の無い新
生児 2 名の合計 4 名を対象，c::， 500Hz , 1000Hz , 2000Hz , 4000Hz , 8000Hz の刺激音を76
秒間提示し，その聞の体動を計測し，提示前 7 6 秒間の体動と比較した。その結果，保育器内治療を受け
た児は，保育器内治療経験のない児に比較していずれの刺激音に対しても反応率が低かった。また，保育
器内治療期間が長期間であったか短期間であったかによって刺激音に対する反応が異なり，長期保育器内








名を対象とした総計 2 2 時間の観察を行なった。本研究ではいわゆる泣き Ccry)状態における音声表出行
動に着目し， 1020 の音声表出行動をソナグラフ分析した結果， Earlyhigh shift , S mooth early 
high , Dip early high, Late high shift , Smooth late high , Dip late high , 
Warbly long , Warbly short , Long low , Short low, Noisy short , Shorf r'ise 








表出行動を，口唇部の形態を中心にマイクロ分析した。その結果， 1 2 の音声表出行動に伴う Squaré­
mouth face , Oval -mouth face , Oblong-mouth face , Kidney-mouth face , 











































がソナグラフ分析され，その特性に基づいて 1 2 の音声表出行動が分類された。他方，乙の表出された音
声と口唇部の行動型との対応を調べた結果，それぞれに特有の関連性のある乙とが明かとされる等多くの
貴重な成果が得られたロ
以上述べたように，審査委員会は，本論文が学術博士の学位を授与するに充分であると判定した。
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